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　松の防風林を抜けると、日の出が鮮やかです。太陽
が昇る前から空の色は刻々と移り変わり、いつ見ても
美しくすがすがしいものです。釣り人やサーファーが
早朝から集まっています。

同笠海岸の日の出（東同笠）



 

袋井市豊沢ふれあい会館条例を可決
　市議会は、11月定例会を11月26日から12月18日までの23日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成25年度一般会計及び介護保険特別会計の補正予算をはじめ、袋井市豊沢ふ
れあい会館条例の制定など市長提出49議案と2件の報告及び議員提出議案2案が上程され、採決の
結果、いずれも原案のとおり可決しました。
　なお、市政に対する一般質問では、10人の議員が市長の見解をただしました。

11月
定例会

平成26年4月開館予定の豊沢ふれあい会館平成26年4月開館予定の豊沢ふれあい会館

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
主
な
も
の
）   

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
に
挙
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
7
億
8
4
0
0
万

円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
予
算
総
額
は
、

3
4
3
億
4
5
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
緊
急
地
震
対
策
事
業
基
金
積
立
金
 …
…
…
…
…
4
億
6
1
4
6
万
円

　

県
か
ら
緊
急
地
震
・
津
波
対
策
事
業
交
付
金
と
し
て
平
成
25
年
度
か
ら
平

成
27
年
度
分
が
一
括
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。

●
職
員
退
職
手
当
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
億
4
3
5
0
万
円

　

退
職
予
定
者
が
、
当
初
予
定
の
定
年
退
職
者
17
人
か
ら
勧
奨
等
の
理
由
に

よ
り
退
職
す
る
職
員
を
含
め
26
人
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。

●
子
ど
も
医
療
費
扶
助
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
2
0
0
万
円

　

中
学
生
ま
で
1
回
5
0
0
円
で
受
診
で
き
る
子
ど
も
医
療
費
扶
助
制
度
が

利
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。

●
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
1
5
4
6
万
円

　

平
成
26
年
4
月
に
開
設
予
定
の
休
日
急
患
診
療
室
の
準
備
経
費
を
計
上
。

●
予
防
接
種
費
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2
5
5
万
円

　

小
児
肺
炎
ワ
ク
チ
ン
が
今
年
度
か
ら
定
期
接
種
と
な
っ
た
こ
と
、
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
が
7
月
か
ら
新
た
に
助
成
対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
接
種
者
増

加
に
よ
る
委
託
料
の
増
額
。

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
導
入
促
進
奨
励
金
 …
…
…
…
…
…
9
8
0
万
円

　

太
陽
光
発
電
機
器
等
の
導
入
件
数
増
加
に
伴
う
奨
励
金
の
増
額
。

●
市
道
山
科
上
29
・
30
号
線
道
路
整
備
事
業
 …
…
…
…
…
2
5
0
万
円

　

山
科
上
自
治
会
か
ら
の
寄
附
を
活
用
し
、
道
路
整
備
す
る
た
め
計
上
。
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□11月定例会の概要

　

条 

例
（
主
な
も
の
）   

●
袋
井
市
豊
沢
ふ
れ
あ
い
会
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
4
月
開
館
予
定
の
豊
沢
ふ
れ
あ
い
会
館
に
つ
い
て
、
基
本
的
事
項

を
定
め
る
た
め
新
た
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
緊
急
地
震
・
津
波
対
策
事
業
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
緊
急
地
震
・
津
波
対
策
交
付
金
の
受
け
入
れ
先
と
し

て
、
ま
た
、
企
業
や
団
体
か
ら
の
寄
付
金
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
基
金
を
設
置

す
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

ほ
か
28
件

　

消
費
税
率
改
正
に
伴
い
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
施
設
使
用
料
な
ど
を
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
他

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

袋
井
市
営
墓
地
公
園
の
整
備
用
地
と
し
て
、
大
谷
地
区
の
土
地
を
取
得
す
る

こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
所
在
地　
　
　
　

袋
井
市
大
谷
字
蟹
ケ
谷
1
1
4
8
番 

ほ
か
3
筆

　

面　

積　
　
　
　

6
万
4
1
8
7
平
方
メ
ー
ト
ル

　

買
収
予
定
価
格　

5
7
7
6
万
8
4
8
9
円

 

◎
所
在
地　
　
　
　

袋
井
市
大
谷
字
二
反
田
1
1
4
9
番
1
3
1

　

面　

積　
　
　
　

3
万
1
2
2
9
平
方
メ
ー
ト
ル

　

買
収
予
定
価
格　

2
8
1
0
万
6
1
0
0
円

●
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
指
定
に
つ
い
て

　

次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。
指
定
の
期
間
は
、
平
成

26
年
4
月
1
日
〜
平
成
31
年
3
月
31
日
で
す
。

　

議
員
発
議

●
袋
井
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
並
び

に
そ
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

  

監
査
委
員
、
農
業
委
員
等
を
除
き
、
議
員
と
し
て
各
種
審
議
会
等
に
参
加
し

た
場
合
の
報
酬
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

●
袋
井
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

  

議
員
が
本
会
議
や
委
員
会
等
に
出
席
し
た
際
の
費
用
弁
償
（
日
額
1
6
5
0

円
）
を
、
議
会
改
革
の
観
点
か
ら
平
成
25
年
度
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

施
設
名

指
定
管
理
者

備　
　

考

公募

袋
井
B
&
G
海
洋
セ

ン
タ
ー
ほ
か
4
施
設

サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
静
岡

ビ
ル
保
善
共
同
事
業
体

応
募
者
2
社

袋
井
市
民
体
育
館
ほ

か
10
施
設

袋
井
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
グ

ル
ー
プ

応
募
者
3
社

条件付き
公募
袋
井
市
立
可
睡
寮

（
福
）
明
和
会

募
集
条
件
…
袋
井
市
内
で
高
齢
者
入
所
施
設

の
運
営
実
績
が
あ
る
社
会
福
祉
法
人

非公募

袋
井
市
シ
ル
バ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

（
社
）
袋
井
・
森
地
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
兼
拠
点
施

設
と
し
て
高
年
齢
者
の
就
労
促
進
の
た
め
建

設
さ
れ
た
た
め
非
公
募
。

笠
原
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
ほ
か
2
施
設

（
福
）
袋
井
市
社
会
福
祉

協
議
会

地
域
性
に
配
慮
し
て
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ

り
、
現
指
定
管
理
者
が
地
元
の
意
向
を
反
映
さ

せ
て
運
営
し
て
い
る
実
績
を
踏
ま
え
非
公
募
。

袋
井
市
宇
刈
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー

宇
刈
自
治
会
連
合
会

地
域
住
民
の
活
動
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た

施
設
で
あ
り
、
地
縁
組
織
が
主
体
的
に
運
営

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
非
公
募
。

田
原
農
村
総
合
管
理

セ
ン
タ
ー

下
新
池
自
治
会
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
強

化
は
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
本
市
出
身
者

が
出
場
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
誇
り

と
な
る
。
今
後
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク

リ
ニ
ッ
ク
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選

手
に
よ
る
巡
回
指
導
な
ど
を
実
施

し
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
育
成
環
境
の
充

実
に
努
め
た
い
。

 

証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
便
利
に

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
は
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
が
必
要
だ
が
、
平
成
28

年
1
月
に
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

に
よ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
切
り
替

わ
る
。
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
コ
ン

ビ
ニ
で
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
は

改
正
道
路
交
通
法
を
市
民
に
ど

の
よ
う
に
周
知
し
、
自
転
車
利
用
者

の
安
全
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

交
通
指
導
隊
や
交
通
安
全
連
合

会
な
ど
と
連
携
し
、
街
頭
指
導
や
交

通
安
全
講
習
会
を
通
し
て
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

車
道
の
外
側
線
（
路
側
帯
）
を
引
い

た
り
自
転
車
の
安
全
な
運
行
を
確
保

す
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
す
る
努

力
を
し
た
い
。

子
ど
も
達
が

健
や
か
に
育
つ
た
め
の
取
組
は

青
少
年
補
導
人
数
増
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、
再
発
防
止
を
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

大
変
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
生
徒
指
導
推
進
委
員

会
を
設
置
し
、
警
察
や
児
童
相
談
所

と
連
携
し
な
が
ら
温
か
い
指
導
を
繰

り
返
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
て
非
行
防
止
や
健
全
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

学
力
向
上
に
向
け
て
の
取
組
は

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
小

6
国
語
A
最
下
位
問
題
に
対
す
る
当

市
の
取
組
は
。

学
力
向
上
推
進
委
員
会
を
設
立

し
、
幅
広
い
視
点
か
ら
協
議
し
て
も

ら
う
。
来
年
度
調
査
対
象
と
な
る
小

5
と
中
2
が
今
年
度
の
テ
ス
ト
問
題

に
取
り
組
み
、
教
員
が
採
点
し
て
授

業
改
善
に
生
か
す
よ
う
に
し
た
い
。

国
道
1　
号
線
に
I
C
新
設
を

広
愛
大
橋
北
の
久
津
部
交
差
点

は
、
日
に
百
台
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
が

往
来
す
る
が
、
下
り
イ
ン
タ
ー
が
久

能
し
か
な
い
。
新
設
を
要
求
す
べ
き

で
は
。バ

イ
パ
ス
の
側
道
も
あ
り
、
久

能
I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
出

来
る
こ
と
か
ら
、
新
設
は
難
し
い
と

国
土
交
通
省
は
回
答
し
て
い
る
が
、

技
術
的
な
事
も
含
め
て
粘
り
強
く
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。       

青少年健全育成事業　小笠山自然観察教室

戸
塚 

哲
夫 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

総合証明自動交付機

市議会だより
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高
齢
者
対
策
の
充
実
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
の
方
針
は
。

最
近
は
介
護
だ
け
で
な
く
、
健

康
や
生
活
や
経
済
的
な
こ
と
、
家
庭

環
境
な
ど
重
複
し
た
相
談
も
増
加
し

て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
く
た
め
、

機
能
強
化
の
た
め
の
見
直
し
を
し
て

い
き
た
い
。

地
震
防
災
対
策
の

進
捗
は
ど
う
か

津
波
一
時
避
難
施
設
整
備
の
具

体
的
進
捗
状
況
は
。

中
新
田
地
区
は
地
権
者
と
の
用

地
交
渉
が
調と

と
の

い
、
地
質
調
査
・
測
量
・

設
計
業
務
を
1
月
か
ら
実
施
し
て
い

く
。
湊
西
地
区
は
地
域
と
の
協
議
に

よ
り
、
2
カ
所
に
建
設
候
補
地
が
絞

ら
れ
た
。
大
野
・
東
同
笠
地
区
は
、

両
地
区
の
間
に
1
カ
所
の
一
時
避
難

施
設
を
建
設
し
て
い
き
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

市
民
の
知
恵
を

市
民
ア
イ
デ
ア
の
募
集
や
、
市

内
の
大
学
・
高
校
・
小
中
学
校
と
連

携
し
た
啓
発
・
学
習
活
動
な
ど
、
来

年
度
の
市
の
方
針
は
。

節
電
・
省
エ
ネ
な
ど
の
市
民
ア

イ
デ
ア
を
市
民
ロ
ビ
ー
で
紹
介
し
た

り
、各
学
校
へ
の
指
導
員
の
派
遣
や
、

公
民
館
等
へ
の
「
出
前
エ
コ
教
室
」

に
よ
り
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

上
山
梨
の
治
水
対
策
と

整
備
計
画
は
ど
う
か

山
梨
排
水
の
整
備
が
今
後
の
上

山
梨
整
備
促
進
へ
の
足
掛
か
り
と
な

る
と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

現
状
で
は
被
害
が
無
く
整
備
の

必
要
性
は
低
い
が
、
山
梨
排
水
路
の

下
流
で
あ
る
蟹
田
川
流
域
は
、
道
路

冠
水
や
住
宅
浸
水
な
ど
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
緊
急
度
の
高
い
下
流
域

か
ら
順
を
追
っ
て
整
備
し
て
い
き
た

い
。

市
有
地
の
有
効
利
用
が

で
き
な
い
か

市
有
地
で
あ
る
調
整
池
を

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
等
の
多
目
的
利
用

に
よ
っ
て
維
持
管
理
費
の
一
部
を
賄

う
事
に
つ
い
て
問
う
。

利
活
用
を
希
望
す
る
民
間
企
業

等
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

商
業
振
興
に
関
わ
る

条
例
等
の
制
定
を

袋
井
ら
し
い
商
業
振
興
条
例
制

定
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

条
例
を
制
定
し
た
静
岡
市
で

は
、
審
議
会
で
様
々
な
立
場
の
方
か

ら
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
非
常
に
意

味
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
袋
井

市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
静
岡
市
の

条
例
を
検
証
し
、
新
た
な
商
業
展
開

に
あ
た
り
条
例
の
効
果
の
有
無
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

鈴
木 

弘
睦 

議
員

地域包括支援センター

山梨排水

市議会だより
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I
C
T（
情
報
伝
達
技
術
）の

環
境
整
備
を

今
後
の
市
内
I
C
T
整
備
内
容

に
つ
い
て
現
状
は
。

当
市
は
I
C
T
環
境
が
優
れ
て

い
る
と
は
思
わ
な
い
。
光
通
信
網
の

整
備
は
平
成
22
年
に
市
内
全
域
で
完

了
し
た
が
、
今
後
、
月
見
の
里
学
遊

館
や
図
書
館
な
ど
に
も
Wi

－

Fi
の
環

境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
や
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
に
取
り
組
む
意
向
は
あ
る

か
。

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
は
非
常
に
魅
力
的
だ
と
考
え

る
が
、
導
入
に
は
今
少
し
時
間
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
県
西
部
の
8
市
1

町
で
研
究
会
を
設
置
し
協
議
し
て
い

る
が
、
共
同
利
用
の
可
能
性
が
高
い

業
務
か
ら
導
入
し
て
い
き
た
い
。又
、

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
同
じ

見
解
で
あ
り
、
今
後
前
向
き
に
考
え

て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
で
の
I
C
T
活
用
の

課
題
は
。

電
子
黒
板
や
大
型
テ
レ
ビ
は
各

教
室
に
1
台
ず
つ
あ
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
教
員
同
士
で
調
整
が
必
要

と
な
る
。
来
年
度
以
降
に
教
育
情
報

化
計
画
を
策
定
し
、
ハ
ー
ド
面
を
整

備
し
た
い
。
ま
た
、
教
え
る
側
の
教

員
に
も
校
内
研
修
で
I
C
T
を
取

扱
っ
た
り
、
県
が
主
催
す
る
研
修
会

等
を
利
用
し
て
良
い
教
材
や
多
様
な

授
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
行
え
る
シ

ス
テ
ム
作
り
を
今
後
考
え
た
い
。

L
N
G
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

地
域
経
済
発
展
を

新
た
な
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
L
N
G
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
設

置
を
、
南
部
地
域
の
発
展
に
ど
の
よ

う
に
結
び
つ
け
る
か
。

沿
岸
部
の
企
業
活
動
の
継
続
を

前
提
と
す
る
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構

想
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
ガ
ス

会
社
と
連
携
し
て
行
政
と
し
て
P
R

し
て
い
き
た
い
。

木
質
燃
料
利
用
へ
の
支
援
策
は

メ
ロ
ン
温
室
の
木
質
燃
料
へ
の

取
り
組
み
で
の
二
酸
化
炭
素
削
減
量

は
、
農
家
1
軒
分
で
住
宅
太
陽
光
発

電
の
約
60
軒
分
に
な
る
。
環
境
面
で

の
支
援
策
は
。

現
在
は
農
業
施
設
の
補
助
金
と

し
て
設
備
の
導
入
費
用
を
国
や
市
が

一
部
補
助
し
て
い
る
が
、
二
酸
化
炭

素
削
減
と
い
う
観
点
の
補
助
金
の
あ

り
方
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

資
源
回
収
の
収
益
を

教
育
財
源
に

学
校
で
の
新
聞
等
の
資
源
回
収

に
お
け
る
教
育
財
源
は
3
割
く
ら
い

に
減
っ
た
。
教
育
使
途
目
的
で
の
資

源
回
収
の
考
え
は
。

自
治
会
が
独
自
に
資
源
回
収
す

る
こ
と
や
、
月
2
回
の
資
源
ご
み
回

収
日
を
利
用
し
、
教
育
関
係
の
経
費

に
充
て
る
と
い
う
案
も
あ
る
。
地
域

の
中
で
よ
り
良
い
方
法
を
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

永
田 

勝
美 

議
員

一般家庭からの古紙回収

教員同士のＩＣＴ研修
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地
方
交
付
税
の

段
階
的
減
額
へ
の
対
応
は

地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
れ

ば
、
事
業
費
も
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
今
後
、
市
長
と
し
て
、
県
の

ま
と
め
役
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

全
国
市
長
会
か
ら
も
「
合
併
市

町
村
の
振
興
等
に
関
す
る
提
言
」
も

出
さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も

そ
れ
ら
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。

行
政
改
革
の
取
り
組
み
は

行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
の

提
言
を
受
け
、
市
か
ら
の
補
助
金
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
は
ど

う
か
。補

助
団
体
の
自
立
促
進
や
類
似

補
助
金
等
の
整
理
・
統
合
、
原
則
3

年
終
期
の
設
定
な
ど
、
委
員
会
か
ら

の
意
見
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
精
査
を

進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
は

地
区
公
民
館
の
あ
り
方
、
今
後

の
進
め
方
は
ど
う
か
。

事
業
内
容
や
職
員
体
制
な
ど
、

地
域
ご
と
の
取
り
組
み
状
況
に
合
わ

せ
た
機
能
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
を
視
野

に
入
れ
た
モ
デ
ル
事
業
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

大
場 

正
昭 

議
員

深
刻
な

公
共
施
設
の
更
新
問
題
を
問
う

公
共
施
設
更
新
費
用
試
算
ソ
フ

ト
を
利
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
情
報

が
得
ら
れ
た
か
。

本
市
の
1
1
0
の
施
設
の
う

ち
、
築
30
年
以
上
の
建
物
が
4
割
あ

り
、
そ
の
割
合
が
10
年
後
に
は
7
割

を
超
え
る
。
そ
の
更
新
費
用
は
40
年

間
で
約
1
1
0
0
億
円
、
年
平
均

27
億
円
が
必
要
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。ま
た
、ピ
ー
ク
は
2
0
4
0
年
で
、

約
80
億
円
が
見
込
ま
れ
、
全
て
の
施

設
を
そ
の
ま
ま
更
新
す
る
こ
と
は
、

財
政
的
に
不
可
能
な
状
況
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
策
定

の
考
え
は
。

平
成
26
年
度
末
ま
で
に
ま
と
め

る
公
共
施
設
白
書
を
基
に
、
平
成
27

年
度
に
施
設
の
複
合
化
や
統
廃
合
、

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
よ
り
総
量
の

削
減
や
抑
制
を
図
る
全
体
計
画
を
策

定
し
た
い
。

公
共
下
水
道
事
業
を

公
営
企
業
会
計
方
式
に

公
共
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全

化
の
た
め
に
は
、
企
業
会
計
方
式
で

の
発
生
主
義
の
経
理
方
法
を
と
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

企
業
会
計
方
式
採
用
の
目
安
と

な
る
経
費
回
収
率
は
、
70
〜
80
%
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
市
で
は

36
・
6
%
と
低
い
。
ま
た
、
組
織
体

制
の
充
実
や
人
材
育
成
の
課
題
も
あ

る
た
め
時
期
尚
早
と
考
え
て
い
る
。

田
中 

克
周 

議
員

三川公民館まつり

建設から40年経過した袋井市民体育館
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災
害
弱
者
へ

防
災
情
報
の
提
供
を

要
援
護
者
に
迅
速
で
正
確
な
情

報
の
提
供
が
必
要
だ
が
、
難
聴
者
へ

の
F
A
X
利
用
の
考
え
は
。

現
在
、
携
帯
電
話
を
通
じ
た
メ

ロ
ー
ね
っ
と
に
加
え
、
障
が
い
者
を

対
象
に
県
が
実
施
す
る
災
害
情
報
配

信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
情
報
提
供
し
て

い
る
。F
A
X
に
よ
る
情
報
発
信
は
、

受
信
希
望
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
調

査
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
は

遠
州
三
山
な
ど
本
市
を
訪
れ
る

観
光
客
の
交
通
手
段
は
70
%
以
上
が

自
家
用
車
と
な
っ
て
い
る
。
案
内
看

板
等
の
設
置
は
十
分
か
。

新
東
名
か
ら
の
案
内
や
東
名
出

口
の
看
板
の
建
て
替
え
を
計
画
し
て

い
る
。
主
要
幹
線
道
路
か
ら
の
効
果

的
な
誘
導
に
つ
い
て
調
査
し
、
新
た

な
設
置
も
検
討
し
た
い
。

久
野
城
址
南
遊
水
池
の
整
備
は

久
野
城
址
南
側
に
建
設
さ
れ
る

遊
水
池
の
整
備
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

必
要
な
貯
水
量
を
確
保
し
た
上

で
、
周
囲
の
堤
防
と
城
址
遊
歩
道
と

の
接
続
や
緑
化
、
大
型
バ
ス
の
停
車

ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
久
野
城
址
の
景
観

に
配
慮
し
て
調
整
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

教
育
委
員
会
制
度
の

独
立
性
を
尊
重
す
べ
き

教
育
の
政
治
的
中
立
性
・
継
続

性
確
保
の
た
め
、
教
育
委
員
会
の
独

立
制
度
を
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

教
育
は
、
人
格
の
完
成
を
目
指

し
て
行
わ
れ
る
た
め
中
立
公
正
が
重

要
で
あ
る
。
個
人
的
価
値
判
断
や
政

治
的
影
響
力
か
ら
中
立
性
を
保
つ
必

要
が
あ
り
、
市
長
部
局
と
教
育
委
員

会
は
常
に
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

結
果
公
表
は
問
題

市
長
・
教
育
長
は
新
聞
社
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
結
果
を
公
表
す
べ
き
と

回
答
し
た
。
そ
の
真
意
は
。

序
列
化
や
過
度
な
競
争
に
つ
な

が
ら
な
い
配
慮
や
、
数
値
の
み
で
な

く
課
題
や
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
の

公
表
も
必
要
と
考
え
る
。

教
職
員
の
負
担
軽
減
を

多
忙
な
教
職
員
の
勤
務
実
態
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施

に
伴
う
授
業
時
間
数
の
増
加
、
子
ど

も
達
へ
の
教
育
的
配
慮
の
多
様
化
、

保
護
者
や
市
民
の
期
待
の
高
ま
り
な

ど
を
受
け
、
授
業
や
学
級
経
営
と
い

う
本
来
の
仕
事
以
外
に
も
業
務
が
増

え
、
教
材
研
究
や
子
ど
も
と
向
き
合

う
時
間
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
。

寺
田 　

守 

議
員

高
橋 

美
博 

議
員

浅羽北小学校での授業風景

建設が進められる久野城址南遊水池
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常任委員会レポート常任委員会レポート
平成25年度一般会計補正予算をはじめ、条例の改正などの議案を各常任委員会で審査しました。

■民生文教委員会
●一般会計補正予算（第3号）
～休日急患診療室 医療事務教務委託～

Q休日急患診療室開設準備のために
債務負担行為補正の限度額540万

円が計上されているが、内容は何か。

A今回の債務負担行為補正は医療事
務職員の業務委託分である。4月の

センター化に向けて事前に職員研修をす
る必要もあるため補正する。

●一般会計補正予算（第3号）
～図書館システム借上料～

Q図書館システムを更新するために
借上料を計上しているが、新しく

導入されるシステムについて、どう考え
ているか。

A現在使用しているシステムは、予
約や返却などの情報が即座に反映

されない状況である。また、ホームペー
ジで情報提供しているが、スマートフォ
ンやタブレット端末への対応ができてい
ない。そのため、予約情報などがリアル
タイムに更新され、スマートフォンにも
対応できるシステムを導入する。

■総務委員会
●一般会計補正予算（第3号）
～緊急地震・津波対策事業費～

Q県から3年間の限定で緊急地震・津
波対策事業費が交付される。具体

的にはどのような事業に使うのか。

A同報無線デジタル化、津波避難施
設、避難所の天井落下物対策、自

主防災隊や避難生活者用の資機材整備な
ど、総事業費24億円に対し、4億6千万
円を県費で賄うことを考えている。

●一般会計補正予算（第3号）
～地域の元気臨時交付金～

Q国からの「地域の元気臨時交付
金」の増額分2億1000万円余を

「財政調整基金」に積み立てをするとい
うことだが、今年度の経済対策として活
用すべきではないか。

A今年度の投資的経費は、緊急経済
対策30億円を含み70億円である。

平成24年度当初予算の投資的経費40億
円を鑑みると十分な規模であるので、
「地域の元気臨時交付金」増額分は、来
年度に活用することとした。

袋井図書館 同報無線の屋外子局

市議会だより
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常任委員会レポート常任委員会レポート

■建設経済委員会
●一般会計補正予算（第3号）
～新エネルギー機器導入促進奨励金～

Q太陽光発電システムに関する現状
の申請件数は何件か。また、今年

度の申請を390件と見込んでいるが、ど
のように算出したか。

A本年11月末現在で213件の申請が
あった。9月には前年度より6割多

い申請であることと、例年、年度後半の
申請が多いことから、390件という見込
みを算出した。

●田原農村総合管理センターの指定管
理者の指定

Q指定管理者の候補者を選定するに
あたって、重要視した審査項目は

何か。

A「施設運営に関する項目」及び
「サービス内容に関する項目」を

重要視した。その中で、「利用者が安心
して利用できる施設管理の実施」、「地
元住民による美化運動・清掃・施設点検
の実施」などを評価した。

防災対策特別委員会（1/9）

◆（仮称）袋井市地震・津波対策アクション
プログラム2013（中間報告）

　静岡県第4次地震被害想定などにより、
巨大地震の発生が懸念される中、想定され
る被害をできる限り軽減するために策定さ
れる「袋井市地震・津波対策アクションプ
ログラム」の中間報告について、議論を交
わしました。

《アクション見直しに伴う主要な取り組み》
・津波避難計画等の見直し
・住宅、家庭内家具等転倒防止、ブロック塀
の耐震改修のさらなる推進
・公共施設の耐震化・液状化対策の推進
・避難所施設の確保
・情報伝達の強化
・備蓄品の拡充
・「自助」「共助」のさらなる強化　など

◆静岡県第4次地震被害想定（第二次報告）
に伴う袋井市の状況について
　静岡県第4次地震被害想定の第二次報告
が発表されたことに伴い、最も被害の大き
い南海トラフ巨大地震（レベル2）のケー
スにおける袋井市の状況について、報告が
ありました。

◆津波一時避難施設（命山）の整備状況につ
いて
　完成した湊地区の命山をはじめ、「中新
田」「湊西」「東同笠・大野」における整備
の進捗状況等の報告がありました。

12月21日に完成式が行われた湊命山
田原農村総合管理センター

市議会だより
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特別委員会報告

議会改革特別委員会

◆議会改革をより一層推進していくため、昨
年6月21日に発足した議会改革特別委員
会においては、1月21日までに8回の委員
会を開催するとともに、先進地調査を実施
しました。
　委員会においては、議会及び議員の活動
原則、市民及び市長等の執行機関との関係
を明確化し、その中で議会及び議員の役
割、責務を的確に果たしていくことを定め
た「議会基本条例」の早期制定に向けて取
り組みをしております。
　また、2月15日に開催する第1回議会報告
会に向けた準備を合わせて行っております。
　なお、議会基本条例の見出し（骨格）
は、現時点、前文に続き、次の8章により
構成していく予定です。

　第1章　総則
　第2章　議会及び議員の活動原則
　第3章　市民と議会との関係
　第4章　議会と市長等（執行機関）との関係
　第5章　議員間討議
　第6章　議員の政治倫理、定数及び報酬
　第7章　議会事務局の体制整備等
　第8章　最高規範性及び条例の見直し手続

◆2月15日（土）に開催する第1回議会報
告会（詳しくは裏面のとおり）について、
議会改革特別委員会の委員が中心となり、
グループごとに役割を分担し、開催に向け
て準備を進めています。皆様の御参加をお
待ちしております。

各特別委員会で協議・報告された主な案件に
ついてお知らせします。

地域医療特別委員会（12/19）

◆袋井市総合健康センター整備事業に係る概
算事業費について
　主な3事業の整備にかかる概算事業費につ
いて報告がありました。

1 総合健康センター事業（H27年4月開始）
（単位:千円）

項　目 H25年度 H26年度
本館改修工事 ̶̶ 200,000

2 聖隷袋井市民病院事業（H25年6月開院）
（単位:千円）

項　目 H25年度 H26年度
西館増改修工事等 650,000 ̶̶
施設改修工事 114,193 ̶̶
医療機器購入 200,000 100,000
運営費補助 200,000 200,000

合　計 1,164,193 300,000

３ 休日急患診療室事業（H26年4月診療開始）
　　旧袋井市民病院の透析室を、診療室に改
修して活用します。　　　　　　（単位:千円）

項　目 H25年度 H26年度
透析室改修工事等 75,000 ̶̶
医療機器購入 15,000 ̶̶
運営費 ̶̶ 42,000

合　計 90,000 42,000

◆袋井市休日急患診療室の開設準備状況につ
いて
　　平成25年10月16日付けで県から開設
が許可され、浜松医科大学からの医師派遣
が決まったことなどの報告がありました。

整備中の南側進入路（平成26年1月完成）

市議会だより
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  　再生紙を
使用しています

ふくろい

　年も明け、早くも1ヶ月が経ちます。暦の上に春は立
ちながら、未だ厳しい寒さが続いております。我々もま
ずは体調管理を万全にして、本年も市民の皆様方に市政
情報を解りやすく届けていけるよう随時工夫して参りた
いと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

赤外線補聴器段差解消機

あなたも本会議・委員会を傍聴してみませんか。

市議会の中継（録画）放送・
会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページからこのバ
ナーをクリックしてください。

　ホームページでは、議会活動日誌や行政調査報
告など、様々な情報を閲覧することができます。

編 集 後 記

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
なお、進行により予定が変更することがあるため、
傍聴を希望する場合はお問い合わせください。
※足の不自由な方、妊婦の方など、段差解消機を利用し
　傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴器、段差解消機をご利用の際には、議会事
　務局へ声をおかけください。

2月市議会定例会のお知らせ
【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】
 2月 25日（火） 開会、議案の説明
 3月 4日（火） 市政に対する一般質問
  5日（水） 市政に対する一般質問
  6日（木） 市政に対する一般質問
  10日（月） 議案の審査（常任委員会）
  11日（火） 議案の審査（常任委員会）
  12日（水） 議案の審査（常任委員会）
  13日（木） 議案の審査（委員会予備日）
  24日（月） 閉会、委員長報告～採決

「ようこそ議長室へ」
　議会の仕組みや市政全般についての御意見
や要望、相談などを、議長と副議長が直接お
聞きします。予約制で、一人あたり約30分間
です。
　御希望の方は、議会事務局へお電話ください。
【実施日】
 4月 7日（月） 9:00～11:00
 4月 21日（月） 9:00～11:00
 5月 7日（水） 9:00～11:00

【電話】
　0538－44－3143（直通）

第1回議会報告会を開催します

　袋井市議会は、市民にとってより開かれた
市議会を、また、市政・市議会活動に対する
市民の理解を深めていただくことを目的とし、
議員による初めての議会報告会を次のとおり
開催します。事前の申し込みは不要です。多
くの皆様の御参加をお待ちしております。

１　日時
　　平成26年2月15日(土)午後7時から

２　場所
　　袋井市総合センター　4階　大会議室

３　報告内容
　①市議会の概要と議会改革の取り組みについて
　②地域医療の体制と今後の課題について
　③袋井駅南北自由通路新設及び橋上駅舎化事

業と袋井駅南地区のまちづくりについて

４　内容
　①3項目の報告及びその質疑応答
　②その他の意見交換　

５　主催
　　袋井市議会

　袋井市議会は平成25年11月27日、日本赤十字
社を通じてフィリピン台風被害救援金3万円を寄附
いたしました。


